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研究成果の概要（和文）：顎筋膜疼痛の原因とされる睡眠関連ブラキシズム発生時の咀嚼筋内血

流変化を観察した。 はぎしり様とくいしばり様活動中の血流には変化がなかったが、はぎし

りとくいしばりの混合型睡眠関連ブラキシズム活動中に咬筋中の酸化ヘモグロビン量(心臓か

らやってくる、酸素を含んだヘモグロビンの量)と総ヘモグロビン量が減少した。 脱酸素ヘモ

グロビン量(筋肉等によって酸素を消費されたヘモグロビンの量)は変化しなかった。 同混合

型活動終了と共に酸素飽和度が増加した。 

 
研究成果の概要（英文）：This study investigated the changes of kinematics of blood 

oxygenation in masseter muscle during sleep bruxism. The results showed that oxygenated 

hemoglobin and total hemoglobin decreased during mixture of phasic and tonic masseter 

muscle activity during sleep bruxism. Deoxygenated hemoglobin did not change during the 

mixed masseter muscle activity. The oxygenated situation was increased after the mixture 

of masseter muscle activity. 
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１．研究開始当初の背景 

顎筋膜疼痛(MFP: myofascial pain)とは顎関
節症型の一つであり、咀嚼筋の中でも咬筋
（頬骨から下顎に伸びた筋）や側頭筋（こね
かみから側頭部へ分布した筋）の疲労や疼痛、
また頭痛様の疼痛を呈する。 顎関節症がク
ローズアップされ始めた 1930 年代(Costen 

1934)より、MFP の第一の原因としてブラキ
シズム、特に睡眠関連ブラキシズム (SB: 

sleep bruxism, sleep related bruxism)が挙

げられてきた(Rugh 1988)。 SB とはいわゆ
る「睡眠中のギリギリと音を立てる歯ぎし
り」のことであり、「睡眠中の歯ぎしりやく
いしばりに特徴付けられた、無意味で絶えず
繰り返す運動症」と定義されている(Thorpy 

1990)。 SB が MFP の第一原因として科学
的根拠も無く歴史的に挙げられるのは、臨床
において MFP 患者の多くに SB の存在を認
めるからである(Grieder 1973, Bush et al. 

1989)。 そしてわれわれ顎関節症治療従事
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者はなんとか SB を止めようとスプリント治
療（口の中に異物を入れて睡眠することによ
って口腔内環境を変え、SB を止めようとす
る方法、もしくは歯ぎしりできない形のスプ
リントを装着させる方法）やバイオフィード
バック療法（睡眠中の咀嚼筋活動を電気的に
測定し、SB が発生したら微弱電流を被験者
に流し、SB を止めようとする方法）などを
行ってきた。 

 ところが 10 年ほど前より、SB の中の「歯
ぎしり運動」を模写した実験的咀嚼筋運動を
健常者に行わせても、わずかなレベルでの咀
嚼筋痛しか認められず(Arima et al. 1999, 

2000)、さらには SB 習慣を持っている者の中
で、咀嚼筋に疼痛がある者のほうが全く疼痛
の無い者より SB 活動量が少ないという報告
が出てきた(Lavigne 1997, Arima 2001)。 
これらの研究結果は SB のような強烈な咀嚼
筋の反復運動が直接、筋疲労・筋痛を起こし
ているという仮説に反しており、顎関節症の
治療法を確立する上で SB と MFP の因果関
係を明らかにすることが急務であると考え
る。 

 

２．研究の目的 

本研究は咀嚼筋疼痛発生リスクのパラメタ
として咀嚼筋内血液状態の変動を、SB を行
っているかどうかのパラメタとして咀嚼筋
活動パターンを用い、SB 発生時の咀嚼筋状
態を観察し MFP 発生メカニズムを推し量る
ことを目的とした。 

 本研究の仮説は、「グラインディング（は
ぎしり）様の SB 活動がポンプ作用により咀
嚼筋内血流量は不変か、増大する。 一方、
クレンチング（くいしばり）様な微小で持続
的な SB 活動が血流量の低下を誘発し、乳酸
やブラジキニン等、発痛物質の停滞が起こり
やすい環境となる」である。 

 

３．研究の方法 

（１） 被験者群： 被験者として全身的に
は健康であるが、半年以内に SB の存在（睡
眠中の歯ぎしり音）を家族、もしくはベッド
パートナーに指摘されたもので、顎顔面領域
に全く問題の無いものが参加した。 実験の
内容を理解してもらい、同意を得てから実験
に入った。 本研究実験計画書は本大学倫理
委員会の承認を受けている。 

 

（２）血流、温度計測モニタと咀嚼筋電活動
測定装置との同時計測: 小型のレーザー組
織血液酸素モニタ(BOM-L1TRW, オメガウ
ェーブ社製)、送光用プローブ(SP3, オメガウ
ェーブ社製)、受光用デティクター(DW3134, 

オメガウェーブ社製)、筋活動測定装置(ポリ
ソムノグラフセット、エヌエフ回路設計ブロ
ック社製)と組み合わせた測定装置により、咬

筋内部の血流量と SB 活動量を同時測定した。 

 

（３）測定値の分析： SB 活動量について
は国際的に認められているブラキシズム評
価方法(Lavigne et al. 1996)に沿った自作の
解析ソフトを用いて分析した。 咬筋内血流
量については変化量を測定し、分析に用いた。 

 

４．研究成果 

はぎしり様とくいしばり様活動中の血流に
は変化がなかったが(P > 0.071)、はぎしりと
くいしばりの混合型睡眠関連ブラキシズム
活動中(図 1, During)に咬筋中の酸化ヘモグ
ロビン量(心臓からやってくる、酸素を含んだ
ヘモグロビンの量: OXYHb)と総ヘモグロビ
ン量 (TotalHb)が減少した(P < 0.030)。 脱
酸素ヘモグロビン量(筋肉等によって酸素を
消費されたヘモグロビンの量: deOXYHb)は
変化しなかった(P = 0.070)。 

[図 1] 

 

同混合型活動終了と共に酸素飽和度(StO2)が
増加した(図 2, P < 0.001)。 

[図 2] 

 

本研究により、SB 活動中の咬筋内の血液変
動には説明のつきそうな相関関係があるこ
とが分かった。 またその相関ははぎしり様
活動とくいしばり様活動の混合型 SB 活動中
に顕著に表れることが分かった。 
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